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政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名  財務部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 令和５年度予算編成方針について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

令和５年度予算編成にあたり、その骨子となる予算編成方針につ

いて、付議する。 

 

■効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関

する規程第３条第２号に該当 

説明者 

新内財政課長 

淺野参事 

三宅予算担当長 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

0 0 0 0 0

        

★当該事項に関連する人員増の必要性※

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

★取組の効果を表す指標

単位 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

①

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

目標値

指標名

付議会議

付議事項

令和４年度　　第３回会議

　令和５年度予算編成方針について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅱ－２　適正で、分かりやすい行財政運営をする

(2)持続可能な財政運営が行われている

②計画的に財政運営が行われている

ア　中長期の視野に立ち、効果的・効率的な財源配分を行う

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

対象 職員

どのような
状態を目指す

令和５年度予算編成にあたり、その骨子となる予算編成方針について、付議する。
■効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第３条第２号に該当

202020201

計

0

「岸和田市健全な財政運営に関する条例」に基づき、持続的かつ計画的な財政運営に資するため、毎年、財政計画を策定し、次年度の予算編成を
行っている。

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額



 

令和４年度 第３回 政策調整会議 会議録 

                                                                  

◆開催日時：令和４年９月 27日（火） 9：30～9：50  

◆開催場所：第２委員会室 

◆出席委員：堤副市長、戎井副市長、大下教育長、西川総合政策部長、残総務部長、寺本財務部長 

◆説 明 者：新内財政課長、淺野参事、三宅予算担当長 

                                                                     

◆審議事項 

令和５年度予算編成方針について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・財政課⇒承認 

                                                                    

◆審議概要 

 

◎付議依頼書等に基づき説明 

◎説明後、質疑応答 

 

〈堤 副 市 長〉市議会で出た様々な議論についても、必要なものは予算要求するなど的確に対応する

よう各部局に伝えられたい。また、各部局には本市の今後の財政状況予測を踏まえた

節度のある要求を求め、計数整理をしてもらいたい。一方、当面は円安・物価高騰の

影響、さらに、今後はインバウンドの拡大により企業業績も上向きに転換し、既にバ

ブル期を大きく上回り、過去最高を記録している国の税収のさらなる増加が予想され

る。今後、国から臨時交付金や補正予算による経済対策が示されることとなった際に

は、将来への蓄積にも配慮しながら、市民にとって有益な使い道ができるよう今から

各部局で検討しておくように。 

〈戎井副市長〉スクラップアンドビルドについて。一律のシーリングの設定は過去に実施したことも

あったが、現状では、計数整理の中で財政課と各部局で調整し、的確に行っていくと

いうことなので、それについてしっかり説明を。既存事業を削らなければ新規事業を

出せないとなれば、各部局がそもそも立案すらしないことも考えられるため、方針を

示したうえで、各部課長との意思疎通を図り、思いを共有してもらいたい。 

       「将来ビジョン・岸和田」の第１期基本計画における重点目標の記載により、社会情

勢や国の動きを踏まえつつ岸和田市らしさを出せた方針となっていることを評価す

る。重点目標３「都市課題を解決する仕組みづくりの実現」の「未来志向の都市経営」

には、ゼロカーボンといった環境問題、行政改革、DX、人材育成等重要なものが含ま

れている。各部局と十分にコミュニケーションをとり、予算編成につなげるように。 

〈教 育 長〉自主財源増につながる事業に予算を重点配分していくことが望ましいと思う。子育て

や教育は本市の最大の成長戦略であるので、「将来ビジョン・岸和田」において子育

てや保育、教育を重点目標としているのはありがたい。重点目標３については、かな

り抽象的ではあるが、その抽象表現で幅広く取り入れるのではなく、将来の本市の自

主財源の確保、税収基盤の強化に資する事業を積極的に予算化してもらいたい。 

〈総 務 部 長〉予算の積み上げは担当長級職員等も関わるため、意識づけが必要。現在の財政状況に

ついて、担当長級職員等への周知方法も検討されたい。 



〈総合政策部長〉本案件について、原案を一部修正のうえ、政策決定会議に諮ることとしてよいか。 

 

【異議なし】 

 ⇒本件、原案のとおり承認し、政策決定会議に付議する。 


